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　栄養士さんが考えた学校給食のメニューの中から、所沢産の食
材を取り入れたものや、特色あるレシピを紹介します。

作り方
① 豚ヒレ肉は1.5cm幅に切り、包丁の背で軽くたたき、しょ
うゆ・酒・すりおろしたしょうがにつけておく。
② なべにⒶの材料を入れ火にかけ、赤ワインのアルコール分を
とばしてソースを作る。
③ ごぼうをすりおろし、小麦粉と水を加えて濃いめの衣をつく
る。
④①の豚肉に打ち粉をして、③の衣をつけて揚げる。
⑤お皿に盛り付け、②のソースをかけて出来上がり。
◎豚肉はビニール袋で漬け込むと簡単です。

エコ豚肉のごぼう揚げオーロラソースがけ

問保健給食課☎２９９８-９２４９ ２９９８-９１６７

埼玉県の学校給食調理コンクール入賞！ここがポイント

★エコ豚肉のごぼう揚げオーロラソースがけ

◆今回の献立
あずきごはん、牛乳
エコ豚肉のごぼう揚げオーロラ
ソースがけ★
小松菜の元気サラダ
さんとめのあったかみそ汁
ほうれん草のババロア

材料（４人分）
・豚ヒレ肉……………300ｇ
・しょうゆ…………小さじ２
・酒………大さじ１と１／２
・しょうが………………少々
・打ち粉（小麦粉）……適量
・小麦粉……………大さじ６
・ごぼう…………………50ｇ
・水………………………適量

野老っ子
ところところ

　身長165㎝、体重115㎏、決して大きくはない体
で、２年前に相撲界に飛び込んだ20歳の若者がい
ます。今回は、山口地区出身で兄も力士（羅

ら

王
おう

・
立浪部屋）の爆羅騎（式

しき

秀
ひで

部屋）をご紹介します。
　相撲を始めたのは小学３年生のとき。近所の公
園でたまたま稽古を見たのがきっかけで、すっかり
相撲のとりことなりました。「柔道も経験したけれ
ど、決着がわかりやすいところが相撲の魅力の一

つ。」と笑います。６年生のときに両国国技館で初めて本場所を観戦。
そのときにサインをもらった北

きた

桜
ざくら

関（現在の式秀親方）と交流を続け、
高校卒業後に式秀部屋に入門しました。式秀親方の指導方針は「ほめ
て育てること」。「親方は分かりやすく、勝つためのポイントを上手
に教えてくれます。強さと優しさを兼ね備えた親方は憧れの力士。毎
日の稽古が楽しくて仕方ありません。」と語る相撲大好きの爆羅騎で
すが、力士になるための難点が一つ。それは身長が低いこと。なんと
してでも力士という夢をかなえるため、新弟子検査当日は髪を逆立て、
小さい体を目いっぱい伸ばし、最後は『背伸び』という決まり手で見
事に合格。「周りからは無理だと言われ続けましたが、ずっと諦めま
せんでした。強く願って、努力し続けたから夢がかなった。」と目を

・揚げ油………………適量

【オーロラソース】
・ケチャップ……大さじ４
・中濃ソース……大さじ１
・三温糖……大さじ１／２
・赤ワイン………大さじ１
・生クリーム……小さじ４

Ⓐ

　今回のメニューは、平成26年度埼玉県の学校給食調理コン
クールで入賞した清進小学校の献立です。
　市では給食で出た残菜を焼却せずに業者に委託して、エコフ
ィードとして家畜の飼料に再利用しています。それを食べて育
った豚の肉（エコ豚肉）を使用し、かつては「入間ごぼう」
として親しまれていた「ごぼう」を衣にしてさっくり揚げ、子
どもたちが食べやすいようにオーロラソースをかけました。
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▲養蚕が盛んだった所沢の小正月の伝統行事「まゆ玉飾り」に挑戦した
『作ろう！小正月にまゆ玉飾り』。上新粉で作っただんごとみかんをコ
ナラとクワの木の枝に刺して飾り、一年の豊作を願いました。
 １月12日㈷／狭山丘陵いきものふれあいの里センター
 （撮影：市民カメラマン・三平資郎）

▲外観や味、香りで茶の産地を当てる新春恒例『第42回狭山茶所沢研
究会闘茶会』。着物姿の参加者が茶葉の色つやや手触りを確認した後、
煎じて飲み比べ、茶の鑑定能力を競い合いました。
 １月９日㈮／市民文化センターミューズ展示室
 （撮影：市民カメラマン・平出敏夫）
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ー
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「　

お
餅　

」

　花園２丁目町会は、新所沢駅の東口に面してい
る新所沢東地区にあり、560世帯で活動していま
す。小学校や幼稚園などが近い土地柄、新しい住
宅が建てられ、子育て世代が増えている地域です。
　このような地域性を踏まえ、スクールガード
による児童の見守り活動に力を入れています。
月１回の参加でも大歓迎としたことで、忙しい
子育て世帯の方々にも無理なく継続参加しても
らえるようになりました。また、見守り活動

30分に加えて、ごみ拾いも兼ね近所を１時間程度散歩してもらう
ようにお願いしています。男性にも積極的に参加してもらえるよう
に声を掛け、現在70人の方が交
代で活動しています。
　さらに、町会では花園西公園の
花壇を管理しています。季節の花
が咲き誇り、住民の憩いの場にな
っているだけではなく、花の手入
れや水やりを通してあいさつの輪
が広がるきっかけにもなっていま
す。その他、地元商店を応援したいとの思いからイベントの際には、
地元商店から商品を仕入れたり、火災に備えて28カ所に「まちか
ど消火器」を設置したりするなど、活動に工夫を凝らしています。
　髙柳　進会長は、会長として５年目。地域の課題解決のために奔
走していますが、「一人で抱え込まないで、みんなで助け合うこ
とが大事です。毎月の定例会の資料を役員さんが作成してくれたり、
花園西公園の花壇をご近所の方が日頃から気にかけて手入れしてく
れたりと、とても助かっています。知恵を出し合って、力を合わせ
て地域をよくしていきたいです。」と会員の皆さんへの感謝の気持
ちを語ってくれました。
　「町会に加入してほしいけれど、まずは行事に参加してもらって
います。焦らず、町会の活動に納得し、共感してから加入して欲
しいです。」と語る髙柳会長。今までの考え方だけではなく、若い
世代の住民が増えていくなかで、新た仲間になる住民の受け入れ態
勢もしっかりし、にぎわいと触れ合いを大切に、「花園２丁目らし
さ」を盛り上げています。

　ご近所同士で力を合わせ、さまざまな課題
解決や地域の絆づくりを行っている自治会・
町内会をご紹介します。

9

花園２丁目町会
～ふれあいで育む花園２丁目らしさ～

▲髙柳会長

花園２丁目町会

輝かせます。
　初土俵から順調に番付を上げ、三段目で全勝し、幕下に昇進するも
全敗。会場の雰囲気にのまれて自分の相撲が取れなかったことを反省
しました。「勝ちたいという気持ちを強く持つことの大切さを思い知
りました。自分の弱点は、繊細さが欠けること。土俵際の勝負で負け
るのは詰めが甘いから。」と冷静に自己分析。緻密さと集中力をつけ
るためにジグソーパズルを始めました。
　土俵で汗を流す毎日ですが、場所後の休みに地元に帰ってくること
が何よりの気分転換です。「幼なじみに会って、たわいない話で盛
り上がったり、12月には部屋の仲間と地元町
谷自治会の餅つき大会にも参加しています。み
んなに『がんばれ！』と応援してもらえるのが
力になっています。」と語る爆羅騎が目指して
いるのは、小さいことを武器にした相手が嫌が
る相撲。「懐の中に入って押す相撲が得意です。
小さくても努力し続ければ、どんどん強くなれ
ます。もっと番付を上げて、関取になって地元
の皆さんを喜ばせたい。」と、小兵力士は大き
な夢に向かって今日も稽古に励みます。 ▲ 取組前の爆羅騎

問コミュニティ推進課☎２９９８‐９０８３ ２９９８‐９４９１

▲花園西公園の花壇

小さいことを大きな武器に
大相撲力士・爆

ば

羅
ら

騎
き

（山口出身）

▲市内11地区の会場で、地域の方がそれぞれの地区の新成人を祝った
『第68回所沢市成人のつどい』。昨年より52人多い3,531人の新成人が
決意も新たに大人への一歩を踏み出しました。
 １月12日㈷／市民文化センターミューズ中ホール
 （撮影：市民カメラマン・津田資雄）

▲元日の市内の神社仏閣は『初詣』でにぎわいました。ボタンの寺とし
ても有名な多聞院では、大みそかには参道に灯明が灯り、年明けととも
に参拝客が列をなし、新しい年の幸せを祈願しました。
 １月１日㈷／多聞院
 （撮影：市民カメラマン・谷　亮）
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